
‘ 

事例紹介06

学年縦割りで

本格的な会社設立に挑戦

和水町立三加和中学校（熊本県）

児童生徒数：69名 学級数： 3クラス 教職員数：21名 一
毎年地元「金栗マラソン大会」で、中学生たちが商品を販売する活動ですでに4年目。子ども

たちが商品アイデアを練り上げ、その事業に対して株主（保護者や地域の方）から投資して

もらい、資金を使って企業に商品を製作依頼。販売後は株主総会も実施し、分配金もわけ

るという本格的な起業体験。また1~3年の縦割りで会社を設立して取り組んでいくため、

毎年メンバーが替わるものの前年度の反省を踏まえて新しいチャレンジができる。

戸起業体験の流;

―

\

●― 

オリエンテーション

【5月】町から派遣されたファシリテータ ーと協同してガイダンス

●— 

会社設立、役割分担を決定

【6月】3学年を縦割りにグル ー プ編成、社名 ・ 企業理念 ・ 役割分担の決定
外部講師による株式会社についての授業

●― 

商品について話し合い協働する企業を選ぶと共に、市場調査

【6月】金栗マラソン大会で販売する商品を話し合う。協働する企業の選定や、
地元ランナ ーの要望ヒアリングなどを実施

商品や販売戦略を企画して資料を作成し、プレゼン
•— 

【7月】電話応対 ・ プレゼンテーション作成の授業の後、販売予定商品やサ ー ビス企画を立案
し、企業に対し協働いただけるようにプレゼン資料を作成

●― 

具体的に企業と一緒に商品を試作・開発

【夏休み ～10月】企業との打ち合わせ、具体的な商品の検討、試作協働企業と商品開発を
実施。夏休み ～ 放課後などに生徒と企業が納得いくまで 試作品を繰り返し制作。実際の製
造は資金調達後に企業に依頼

●― 

予算書を作成、地域向けに事業説明会を実施して資金を募る

【9月】予算書の作成の授業後、仕入れ材料などを計算して予算書を作成、また株主への事業のプ
レゼン資料を作成。会場設営やリハ ーサルも実施後、事業説明会で発表し、株主から資金を募る

●— 

広報をしながら、文化祭でテスト販売して最終修正

【10月】チラシ ・ ポスタ ー 等の制作、と共に、文化祭に て保護者にテスト販売。接客や販売実
績より課題を発見し、商品の仕入れ数や 仕入 ・ 商品変更 ・ 価格や販促の方法などを修正

•— 

金栗マラソン当日、生徒全員で販売

【11月】金栗マラソン当日は、テントブースで販売実施。イベント 会場内での出張販売を行っ
たり、会社代表が自社の商品アピー ルを行える場面もある

●― 

決算報告書を作成し、株主総会で事業報告

【11月 ～12月】所定の決算報告書を使い、事業収益をや利益の配当を算出。株主総会で
各社 事業報告。その後、株主への分配金を 仕分けたり、役員報酬の使途を検討。振り返り
と来年度への課題で終了
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